
























（4）業務を中断すべき状況が解消したと判断した場合の報告及び指示

７　その他本部長が国際平和協力業務の実施のために必要と認める事項

（1）実施計画又は実施要領の変更を必要とする場合の措置

　　　隊員は、必要な事項につき、可能な限り速やかに本部長に報告し、そ

　　の指示を受ける。　

（2）安全のための措置

　　ア　隊員の生命又は身体に危害を及ぼす可能性があり、本部長の指示を

　　　受ける暇がないときは、国際平和協力業務を一時休止する。

　　イ　隊員は、必要に応じて、在東ティモール民主共和国日本国大使館、

　　　在オーストラリア日本国大使館及び在インドネシア共和国日本国大使

　　　館、司令部要員及び自衛隊の部隊等と連絡をとる等積極的に自らの安

　　　全に係る情報及び資料の収集に努めるとともに、常に安全の確保に留

　　　意する。

（3）業務を遂行できない場合の措置

　　　病気、事故等の場合、本部長に報告

（4）調査、効果の測定等についての報告

　　　隊員は、業務に関する調査、業務に関する効果の測定及び分析につい

　　て本部長に随時報告

（5）装備の取扱い

　　　隊員は、外為法上の武器を隊員以外の者に貸与し又は供与してはなら

　ない。

　（6）司令部要員及び自衛隊の部隊との連携

　　　隊員は、司令部要員及び自衛隊の部隊の隊員と緊密に連携を図りつつ

　　業務を実施　


